
資 料 ２

＜かごしま故郷人財確保・育成プロジェクト＞

若年層等の県内定着に
関する意識調査

【調査結果概要（速報版抜粋）】

鹿児島県商工労働水産部

商工政策課 人財確保育成班





若年層等の県内定着に関する意識調査結果概要（速報版概要）
 かごしま故郷人財確保・育成プロジェクト 

商工労働水産部商工政策課

◎ 回答件数（令和２年１月２４日現在）

高校生調査・・・３,９２８件

大学生調査・・・２,０３６件

保護者調査・・・３,１６２件

若年層調査・・・ ６１４件

事業所調査・・・ ４５４件

◎ 高校生，大学生等の進路先（有効回答）

◎ 若者が就職先を選ぶ際に重視した点と，事業所が考える自社の魅力・強みとの比較（複数回答）

高校生 大学生等 事業所

1位 業種・仕事の内容 業種・仕事の内容 地域へ密着している

2位 福利厚生（休暇） 事業内容 業績の安定性・成長性

3位 安定性，将来性 就職先の社風や雰囲気 勤務時間や残業等

4位 給与，賞与 福利厚生（休暇） 技術力・ノウハウ

5位 事業内容 安定性，将来性 職場環境(設備や雰囲気)の良さ

高校生(n＝3,886) 大学生等(n＝2,000)

県内への就職 45.0% 40.8%

県外への就職 40.9% 36.9%

進学 13.5% 20.2%

未定・その他 0.6% 2.2%
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１ 県内企業の認知度

○ 県内企業について，知識があまりないまま，自分の考えで，進路を決めて
いる者が一定数いるのではないか。

○ 高校生，大学生の主な情報源となっているホームページやインターンシッ
プの充実を図ることが、効果的な採用活動につながるのではないか。

○ また，高校生については，保護者や先生に対するアプローチも効果的では
ないか。

＜県内企業についてどのくらい知っていましたか。＞

＜事業所の魅力を積極的にアピールできているか（事業所：ｎ＝454）＞

できている・ある程度できている ６０．６％

できていない ３９．０％

＜進路を決めるにあたり，影響が大きかった方はいますか。＞（高校生：n＝3,837）

特にいない・自分で決めた ３８．３％

保護者 ２５．９％
４３．６％

学校の先生 １７．７％

＜県内企業情報はどのような方法で調べましたか（複数回答）。＞

＜事業所では主にどのような方法で採用活動をしていますか（複数回答）＞

25.9% 23.5%

14.9% 20.1%
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高校生(n＝1,335) 大学生等(n=661)
あまり知らない ほとんど知らない

40.8％ 43.6％

1位 ハローワークへの求人登録 6位 学校訪問

2位 自社ホームページへの掲載 7位 求人情報誌（タウンワーク等）への掲載

3位 知人・関係者等を通じて 8位 新聞・フリーペーパーへの掲載

4位 企業説明会等への参加（自社主催含） 9位 インターンシップ・職場見学の実施

5位 民間の就活サイトへの登録 10位 民間職業紹介業者への登録

高校生 高校生の保護者 大学生等

1位 企業ＨＰ 高卒用求人票 企業ＨＰ

2位 高卒用求人票 企業ＨＰ インターンシップ等

3位 先生・学校から 先生・学校から 民間の就活サイト

4位 インターンシップ等 知人から 進路指導室等から

5位 企業ガイドブック等 子のインターンシップ等 先輩・知人から
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２ 県外就職者

○ 県外就職者の約４割は，「可能であれば県内に就職したかった」又は「ど

ちらでもよかった」と考えているが，給与，勤務時間，休暇などを理由に，

県外に流れているのではないか。

＜県外への就職を決めた理由を教えてください（複数回答）。＞

＜（県外就職者）可能であれば県内に就職したかったですか。＞

＜どの条件が満足すれば県内就職を選択しましたか（複数回答）。＞（「いいえ」以外の回答者）

高校生(n＝1,522) 大学生等(n＝713)

57.6% 59.6%

42.4% 40.4%

はい 9.2% 7.7%

どちらでも 33.2% 32.7%

いいえ以外

いいえ

高校生 大学生等

1位 福利厚生や働く環境 福利厚生や働く環境

2位 給料が高い 地元が鹿児島でない

3位 県外で暮らしてみたい 給料が高い

4位 大企業・有名企業に就職 交通の利便性

5位 一人暮らしがしたい 県外で暮らしてみたい

高校生 大学生等

1位 仕事内容（希望する仕事) 給与・賞与の額

2位 給与・賞与の額 仕事内容（希望する仕事)

3位 労働時間や残業 労働時間や残業

4位 休暇 休暇

5位 住居面(寮など）の福利厚生 会社場所（通勤可能）
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３ 県外就職者のＵターン希望

○ 一旦県外に就職した者でもＵターン希望を持っていたり，現時点で「分か

らない」とする者が一定割合見られる。

○ 鹿児島が好き，地域貢献したいといった地元への愛着が，将来的なＵター

ン希望を左右しているのではないか。

＜（県外就職者）将来的に鹿児島県へのＵターン希望がありますか。＞

＜（保護者）将来的に子に鹿児島県へ戻ってきて欲しいですか。＞

【参考】進学者を含めたＵターン希望

＜Ｕターン希望の理由を教えてください（複数回答）。＞

※ 県外経験後に県内就業：県外での経験を積んだ後に，県内企業で仕事がしたい（戻ってきてほしい）。

高校生(n＝1,516) 大学生等(n＝693) 高校生保護者(n＝1,248)

ない 34.0% 52.1% 8.3%

ない以外 66.0% 47.9% 79.2%

ある 18.7% 14.7% 33.1%

わからない 47.3% 33.2% 46.1%

高校生(n＝2,010) 大学生等(n＝1,083)

ない 34.9% 57.1%

ない以外 65.1% 42.9%

ある 20.0% 12.0%

わからない 45.0% 30.9%

高校生 大学生等 高校生保護者

１位 鹿児島が好き 鹿児島が好き 県外経験後に県内就業(※)

２位 地元に貢献 県外経験後に県内就業(※) 鹿児島が好き

３位 県外経験後に県内就業(※) 知人・先輩等がいる 地元に貢献

４位 知人・先輩等がいる 地元に貢献 将来の家族支援(介護等)の必要性

５位 将来の家族支援(介護等)の必要性 将来の家族支援(介護等)の必要性 知人・先輩等がいる
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